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第３次対がん総合戦略研究事業



（厚）第３次対がん総合戦略研究事業の事後評価について

○ がんの罹患率と死亡率の激減をめざして平成１６年度に策定された「第３次対がん１０か年総合戦略」を
受け、厚生労働省では平成１６年度より平成２５年度までの１０年間に渡って、第３次対がん総合戦略研究
事業を推進。

○ がんの本態解明をめざした研究及びその成果を幅広く応用するトランスレーショナル・リサーチ（基礎研
究の成果を臨床・公衆衛生に導入するための橋渡し研究をいう。）並びにがんに対する革新的な予防法、
診断法及び治療法の開発を推進することを目的とする研究を実施（※第３次対がん総合戦略研究事業）。

○ がんについて、より効果的な保健医療技術の確立を目指した臨床研究を推進し、根拠に基づく医療の推
進を図ることを目的とする研究を実施（※がん臨床研究事業）。

研究事業の概要

○ 本研究事業の事後評価については、「厚生労働省の科学研究開発評価に関する指針」（平成22年11月
11日厚生労働省大臣官房厚生科学課長決定）に基づき、研究事業の所管課が外部評価により行い、その
結果については厚生労働審議会科学技術部会で審議された。

事後評価

予算額と課題数

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

予算（百万円） 3,233 3,588 3,738 4,747 5,379 5,204 5,401 4,323 3,450 2,756

課題数 78 91 100 122 136 135 152 164 156 125

○研究事業全体において、総予算額（推進事業を除く）は約４１８億円、総課題数は１,２５９課題
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○研究企画・事前評価委員会
○中間・事後評価委員会
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推進体制について

＜企画運営委員会（平成１６～２１年度）＞

戦略の推進、課題の採択及び評価の最終決定

第３次対がん総合戦略研究事業

○研究企画・事前評価委員会
○中間・事後評価委員会

がん臨床研究事業



目
標: 

革
新
的
が
ん
医
療
科
学
技
術
の
確
立

がんの
疫学的

実態把握

医療ニー
ズの解析

早
期
診
断
法
の
向
上

革
新
的
治
療
・
標
準

治
療
の
確
立

均
て
ん
化
の
実
現

予防法の開発

診断薬・診断機器の開発

システム・組織等の整備

がん医療のための
基礎・基盤研究

臨床知見の基礎・基盤
研究へのフィードバック

新
予
防
法
の
確
立

治療薬・治療機器の開発

がんのトランスレーショナルリサーチの推進

（発
が
ん
と
臨
床
的
特
性
の
分
子
基
盤
）

分
野
１
・２

分野３（革新的予防）

分野４（革新的診断）
臨床研究経費（がん臨床分野２）

分野５（革新的治療）
分野６（QOL）

臨床研究経費（がん臨床分野２）

（実
態
把
握
と
情
報
発
信
）

分
野
７

第3次対がん総合戦略研究事業の分野構成

基礎・基盤 臨床開発

政策研究経費
（がん臨床分野１）
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厚労科研費の研究評価等の流れ

公
募
課
題
の
設
定

（政
策
課
題
等
を
踏
ま
え
て
設
定
）

公
募

採
択
の
事
前
評
価

（事
前
評
価
委
員
会

）

研
究
費
の
交
付

事
後
評
価(

評
価
委
員
会
）

評価・審査

1年 2年 3年

研究の実施
１～３ケ年

中間評価

※毎年度実施

各研究事業ごとに評価委員会を設置

（外部評価）

→ 研究分野の専門家等により構成

（１０～１５名程度） （行政官の不関与）

主な評価基準 （評点による評価）

外部の評価委員による書
面審査・ヒヤリング

採
択
課
題
の
決
定

「e-Radシステム」による管理
（府省共通研究開発管理システム（文科省））

＜チェック項目＞
・ 類似研究費の重複・特定の研究者に集中がないか

・ 過去に不正に関与した研究者ではないか

重複等のチェック

○ＨＰ等にて成果の公表・活用
（国立保健医療科学院・厚生労働科学研究

成果データベース）

→ 政策への反映等の項目も含む。

など

公
表
・活
用
（社
会
還
元
）
へ

１専門的・学術的評価
・研究の独創性・新規性・発展性
・研究の実現性・効率性
・研究者の資質、施設能力

２行政的観点からの評価
・行政課題との関連性、重要性

３その他
・研究の倫理性（各種指針への適合）

・若手研究者の場合の配慮

など

主な評価基準 （評点による評価）

厚生科学審議会
（科学技術部会）の審議

１専門的・学術的評価
・研究目的を達成しているか（問題点など）

・学術的・社会的意義、将来の発展性
・効率的に研究を進めたか

２行政的観点からの評価
・期待される行政への貢献度 など

○「厚生労働省の科学研究開発評価に関する指針」等に基づき、研究評価を実施。
○事前・事後の評価を通じ、研究の内容を評価 （成果についても公表）

厚生科学審議会
（科学技術部会）の審議

施
策
の
評
価

58



（厚）第３次対がん研究 : 年次ごとの
中間・事後評価の状況（平成23～25年度）

年度 研究事業名
事業予算
（千円）

課題
件数

中間・事後評価評点

平成23
年度

第３次対がん総合戦略
研究事業

2,667,559 75 5.0～5.9点：5課題、6.0～6.9点：36課題 7.0～7.9点：30課題、
8.0～8.9点：3課題

がん臨床研究事業 1,655,800 88 4.0～4.9点：1課題、5.0～5.9点：11課題、6.0～6.9点：45課題、
7.0～7.9点：29課題 8.0～8.9点：2課題

平成24
年度

第３次対がん総合戦略
研究事業

2,112,004 78 5.0～5.9点：3課題、6.0～6.9点：47課題 7.0～7.9点：26課題、
8.0～8.9点：2課題

がん臨床研究事業 1,337,592 78 5.0～5.9点：8課題、6.0～6.9点：42課題 7.0～7.9点：28課題

平成25
年度

第３次対がん総合戦略
研究事業

1,833,900 73 5.0～5.9点：5課題、6.0～6.9点：45課題 7.0～7.9点：19課題、
8.0～8.9点：4課題

がん臨床研究事業 921,955 52 5.0～5.9点：4課題、6.0～6.9点：39課題 7.0～7.9点：9課題

※各委員より下記の10段階で評価をいただき、平均点を算出
1～2点：劣っている、 3～4点：やや劣っている、5～6点：良好、 7～8点：優れている、 9～10点：特に優れている
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がん研究分野別の第３次対がん研究費

60

がん臨床・分野2が最も多く10年間の合計で約105億円、ついでがん臨床・分野１が約53億円、狭義3次が

ん・分野４が約46億円、狭義3次がん・分野１が約32億円の順であった。



研究開発目標に関連した成果等

【研究開発目標】
本研究事業を包含する「第３次対がん１０か年総合戦略」の戦略目標は以下の５項目であった。
（１）進展が目覚ましい生命科学の分野との連携を一層強力に進め、がんのより深い本態解明に迫る。
（２）基礎研究の成果を幅広く予防、診断、治療に応用する。
（３）革新的ながんの予防、診断、治療法を開発する。
（４）がん予防の推進により、国民の生涯がん罹患率を低減させる。
（５）全国どこでも、質の高いがん医療を受けることができるよう「均てん化」を図る。

→戦略目標のうち（１）～（３）が「がん研究の推進」に相当する。

（１）・がん関連転座遺伝子の発見、胃がん発生機序としての胃粘膜DNAメチル化異常の解析等、

世界を主導する研究成果が認められた。（研究分野１）

・分子基盤の解明が進み、複数の研究が企業との共同研究に移行。（研究分野２）

・多くの有意義な実験モデルマウスを開発。（研究分野１）

（２）・さまざまな分野での治療法について臨床応用を目的とした研究が進行。（研究分野４）

・多くは試作段階までではあるが、診断機器や医療機器の研究が進んだ。（研究分野４）

（３）・多施設共同研究の推進が常に重視されてきたことは評価される。（がん臨床分野２）

・ガイドラインに収載された臨床試験もある等、標準治療の確立に貢献。（がん臨床分野２）

○目標の達成ができたもの
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（１）・研究対象とするがん種の選択方法に偏りがみられた。（研究分野２）

・生殖細胞系列遺伝子多型・変異に関する研究が不足していた。（研究分野２）

（２）・化学予防など革新的な予防法の開発には至らなかった。（研究分野３）

・新規診断法の開発は進んでいるが臨床的評価まで行えた研究は少ない。（研究分野４）

（３）・恒常的組織で行われていない臨床試験の進捗や品質管理が不十分。（がん臨床分野２）

・高齢者、若年者等さまざまな患者の状態に着目したQOL評価のデータが乏しい。

（研究分野６）

○推進が不十分であったもの

研究開発目標に関連した成果等
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総数

刊行された論文 16576

国際誌に投稿された論文（英文） 13887

有名雑誌※1に投稿された論文 640

総数

出願・登録総数 268

特許発明数
（査定・登録済み）

94

国内特許出願中
（査定・登録未）

102

国際特許出願中
（査定・登録未）

72

１．論文

２．知的財産権

※全研究代表者への事後調査（回答率約70%）と、総合研究報告書記載
内容に基づく単純集計で、一部重複等を含む参考データ

総数

有望シーズの企業への導出件数 35

３．企業への導出

総数

臨床試験・先進医療等に進んだ課題数 72

その他予防・医療現場への導出数 19

総数

ガイドライン作成への貢献 154

４．トランスレーショナル・リサーチの進捗状況

５．ガイドライン作成への貢献

※1 インパクトファクター10点以上

研究開発目標に関連した成果等
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